啓林館　化学基礎 (化基306)　観点一覧
	内容の難易度
	・大学入試を意識し，豊富な内容を簡潔に解り易く記載された，学習意欲が高まる教科書に編集されている．
・｢化学結合｣や｢イオン反応式｣，｢化学反応の量的関係｣等，詳細な内容の記述があり，殆どの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致する．

	内容の取り扱い
	・冒頭の｢化学と私達の生活｣では，日常生活に関係ある化学の内容が扱われており，生徒の興味や関心を喚起するよう配慮されている．
・第2部｢物質の構成｣や第3部｢物質の変化｣では，高等学校化学の基礎･基本的な内容に十分な分量を割いており，工夫の凝らされた編集内容である．
・大学入試によく出題される様な内容の問題が，｢例題｣として詳しく解説されており，生徒が自主的，自発的に取り組める様に配慮されている．
・探究活動｢表計算ソフトを利用した滴定曲線の作成｣や前見返し裏｢実験や探究活動でのコンピュータの利用｣等が掲載され，学習指導要領にある｢コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用｣に配慮した内容となっている．

	単元の構成，配列，および分量
	・高等学校化学の導入として｢化学と私達の生活｣があり，その後理論化学分野(物質の状態，物質の構成粒子，化学結合，物質量と化学反応式，酸と塩基，酸化還元反応)，資料と配列されており，また，化学的に探究する能力と学習態度が身に付く様な探究活動が各部末に纏めてあり，学習が効率よく効果的に進められる様に配慮されている．
・本文の記述内容を一歩深めるための内容が，｢参考｣や｢発展｣，脚注で豊富に扱われており，また，章末問題の詳細な解法･解説が巻末にもあり，生徒が自学自習できるように配慮されている．その章末問題では，生徒がその単元内容の理解度をチェックできる様になっている。
・観察･実験を通じて本文記述内容を理解･経験させる為の｢実験｣が必要十分な量，適宜配置されている。
・巻末に｢実験上の注意事項｣や｢実験の基本操作｣，｢探究活動の進め方｣，｢報告書(レポート)の書き方｣等，豊富な資料の掲示があり，生徒に実験させる場合，使い易さに適している．

	その他
(図や表，写真，
および巻末資料等)
	・本文の理解を助ける視覚的に工夫された判り易い図がカラーで本文近くに掲載され，生徒が理解し易いよう配慮されている．
・実験に関する図やカラー写真が色鮮やかに多数盛り込まれ，生徒が本文の記述内容を理解し易い様に十分に配慮されている．
・｢携帯電話｣や｢太陽電池｣等，日常生活と化学の繋がりが判るカラー写真が，本文の直ぐ近くに掲載され，生徒に化学への興味や関心を持たせる様に配慮されている．
・｢CO2の結晶構造のステレオ図｣等，コンピュータグラフィックス(CG)を用いることにより，生徒が目に見えない分子を三次元的にイメージし易い様に工夫されている．

	特記事項
	・豊富な内容だが，総ページ数のわりには薄くて軽い．
・化学用語にルビ(ふりがな)が多く，言語力の充実を図れ，且つ，生徒が読み易い様に配慮されている．
・脚注には基本的な化学用語の英語名も記載され，英語の語彙力もつけられる様になっている．

・紙面が，生徒が落ち着いて学習できるようにシックな色合いになっており，色覚の個人差を問わずより多くの生徒に必要な情報が伝わるCUD(カラーユニバーサルデザイン)にも配慮されている。

・教科書の小口側にインデックス(ツメ)があり，学習する箇所を直ぐに開ける様にも配慮されている。


